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資格が取れても1、2年目は見習い期間。驕らずしっかり勉

強して基本を身に着けないと一人前に成長していけない」

とよく言われたものでした。また、人間発達で3歳と言え

ば乳児期から幼児期へと変換するときで、よちよち歩きか

ら跳んだり、走ったり、どうにか運動も行えるようになり

‘赤ちゃん’からは徐々に脱して個人としての個性も出てく
る時期になります。ライズも３年目となり‘宗像に新しく
出来た施設’からは脱し、ようやく‘通所介護ライズ’という
施設ができつつあります。

２年間で経験してきたこと、皆様に教えてもらったことを

元に、更に進歩させるライズの方針である向上心を、また、

宗像に頑張っている施設“ライズ”があるという事を、もっ
と“rise”させたいと願いながら３年目も挑戦し続けて行き
たいと思っています.

管理者 木下健一郎
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スタッフ紹介
ライズの個性豊かなスタッフ達を紹介します。

田中 美子

看護師

趣味 ガーデニング

好きな言葉

あなたがいるから頑張れる

岡田 朋子

理学療法士

天秤座

趣味 ドライブ バスケ

ボディーボード

宗像に住みついて16年になります。下の子が1才の時、福岡市東区から引越してきました。

初めは、あまりの静かさにビックリして家の中でも物音をたてると近所に悪い気がしたも

のでした。宗像に来て目覚めたのがガーデニングです。野菜作り、花植え、草取り、どれ

も好きになりました。特に寄せ植えをするのが好きで一緒に植込む花々を何にしようかと

考えるのが楽しくて今でもワクワクしながら花屋に行きます。土に触れると煩わしい事を

忘れ元気になれます。皆様にもお薦めですヨ！ライズに勤めて2年。利用者の皆様の頑張

りに引っぱられながら毎日を過す事が出来ています。何か1つ「今日は充実していた」と

笑って頂けるお手伝いが出来ればと思っています。ご存じないかもしれませんが、血圧測

定・爪切りを得意としています。皆様の気軽な声かけお待ちしています！

昭和53年、福岡市にて岡田家の3人兄弟の末っ子としてこの世に誕生しました。学生時代

にしていたバスケットボールで痛めた膝を手術したときに「理学療法士」という職種を知

りました。そのヒーローに見えた「理学療法士」を目指し、高校卒業後、橋を渡って本州

へ、山口県の専門学校に進学しました。その後の4年間は、自分の許容範囲を超える勉強

量に何度断念しようと思ったことか。その度に見た秋吉台の大地の大きさに、「この大地

に比べたら自分はなんてちっぽけな人間なんだ、そんなことで悩んではいけない、がんば

るのだ！」と決意を固めた・・・というのはうそですが、なんとか国家試験を突破するこ

とができました。理学療法士になって今年で7年目になります。将来の夢は『立派になる

こと』です。まだまだヒーローにはなれない私ですが、皆様の精一杯のお手伝いが出来る

ように日々精進しています。そんな私を暖かく見守ってください。

平山君 児玉君

椎野さ
ん

上野君に激励をうけている3人

皆さん、覚えていますか？ライズ

に初めての実修生が来たのを。彼

らは、ライズに思い出と初々しさを

残してくれました。最後には、笑い

を・・・。（上野君も）

彼らはきっと、ライズでの研修を糧

に、どんどん成長していくと思いま

す！彼らのパワーは、私達スタッ

フと利用者の皆様に元気を与えて

くれました。

お疲れ様でした。



分量(5人分） エネルギー １０１Kｃal（一人分）

①里芋は、皮を剥いて塩で洗い、

ぬめりを取っておく。

② だし汁に調味料を入れて、一煮

立ちさせておく。

③里芋に、片栗粉をつけて、やや

高温の油で、表面がパリっとする

まで揚げる。

④油を少し切ってから、②の熱い調

味液に入れ、里芋が柔らかくなる

まで、煮詰める。

⑤最後に、黒ゴマを少しまぶして、

完成！

揚げ里芋の甘辛め

里芋・・・・・・・・・・・・・３００g（約小２０ケ）

片栗粉・・・・・・・・・・・適宜 揚げ油・・・・・・・・・・適宜

だし汁・・・・・・・・・１カップ 料理酒・・・・・・・・小さじ２

みりん・・・・・・・・・大さじ１ 砂糖・・・・・・・大さじ１．５

濃口醤油・・・・・・・大さじ１ 黒ゴマ・・・・・・・・・・少々

利用者さんに好評だったメニューを是非ご家庭でもどうぞ。おいしく出来るかな？

ここはライズの大きな特徴の一つです。本館と新館との往来にスタッフも利用者も一日に何度も行き

交います。館内から渡り廊下に出るたび、その日、その時間の風や気温を肌で感じます。風や雨の日、

気持ちの良い天気の日渡り廊下を行き来するのに、天候を選べません。ライズの目指す『普通の生

活』がここにあります。バリアフリーに生活環境を調整する事は必要ですが、環境に合わせる事も忘

れたくはありません。

今回は、渡り廊下です。所長の熱いこだわりを聞いて下さい。




